
 

 

ＪＧＡＰ認証審査を実施 

 

 本校では，今年度ＪＧＡＰ認証の取得をめざし，「きゃべつ」と「ハウスぶどう」で準備

を進めてきました。 

 農場管理点と適合基準のリスク評価などは，学生が主体となって取りまとめました。ま

た，作業内容や作業時間，管理の詳細については，アグリノートへ入力して整理するなど，

効率的な記録の作成にも取り組みました。 

 11月 29日には，ＪＧＡＰ認証機関の実地審査を受検し，審査員からの適合基準の質問に，

学生が丁寧に答えました。午後からは施設の現場確認が行われ，農薬の作り方や防除用器

具の取り扱い，農作物の調製手順などを学生が説明しました。 

 現地確認終了後，今回の実地審査で適合基準が確認できなかった点について説明があり，

今後これらの改善計画を作成し，審査機関へ提出します。 

 順調にいけば，来年 1月にはＪＧＡＰ認証が取得できる見込みです。 

  


